
短期入所を実施する場合の勤務形態一覧表の記載方法について 

 

１ 日中活動系サービス事業所が同一建物内で実施する単独型短期入所 

   ・一体的に勤務表を作成してください。（注１） 

※多機能型事業所の場合、短期入所を実施するサービスの方の勤務表に短期入所分も含めて記載してください。なお、同一建物内に多機能型サービ

ス事業所と短期入所事業所が併設している場合は、いずれかのサービスに短期入所分を含めて記載してください。 

※主たる事業所と従たる事業所がある場合は、短期入所を実施する事業所のほうに短期入所分を含めて記載してください。 

   ・「サービス種類」と「事業所名・施設名」には日中活動系サービスと短期入所を併記してください。 

   ・「定員」は、例のようにそれぞれのサービスの定員を記載してください。 

   ・「前年度の平均利用者数」は、「平均利用者数算定シート」（別紙３３）により、日中活動系サービスと短期入所それぞれで算出し、例のように（ ）

内に内訳が分かるように記載してください。（例は、生活介護の利用者数が 18.5人で、短期入所の利用者数が 1.2人だった場合） 

   ・「基準上の必要職員数」は短期入所と合算後の利用者数に対し、「人員配置区分」に記載した基準により算出した必要員数を記載してください。 

・「人員配置区分」には、指定基準又は報酬体系上算定する人員配置体制を記載してください。 

・「平均障害支援区分」は「平均障害支援区分の算出」（別紙 31）により短期入所利用者も含めて算出した数を記入してください。なお、人員配置体制

加算を算定している場合は、別紙 31を生活介護利用者のみで作成したものの作成も必要となります。（生活介護のみ） 

別紙２-２（その他） ＊　変更の場合は変更年月日の当該月分、更新の場合は更新月分
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従業者の勤務の体制及び勤務形態一覧表(予定・実績表)　　（ ２８ 年４月分）

生活介護・短期入所 事業所・施設名

定員　※2 20＋短期２人 前年度の平均利用者数　※3 19.7（18.5＋短期1.2）人

サービス種類 デイセンターなごや・ショートステイなごや
主たる・従たるの別、サービス単位名

又は共同生活住居の名称　※1

人員配置区分　※5 人員配置体制加算Ⅱ（2：1） 平均障害支援区分　※6 5.1 区分４【GHのみ】入居者の区分別人数　※7

記入例(2)
サービス提供者の指定基準又は報酬体系上算定
する人員配置体制を記載する。

生活介護のみ記入要
算出表（別紙31）により算出

 

注１ 新規指定申請・加算や変更の届出等の際は、日中活動系サービス提供時間帯以外で短期入所のみの提供時間帯の予定勤務表（生活支援員を 6：1で配置）の

提出は不要ですが、実績において、短期入所の利用があり生活支援員を配置した場合は、実績勤務表において勤務時間の記録を行ってください。（なお、宿直

での従事の場合は「宿」と記入してください。）



２ 共同生活援助事業所（グループホーム）・宿泊型自立訓練事業所が実施する併設型・空床利用型短期入所 

  ・一体的に勤務表を作成してください。 

  ・「サービス種類」と「事業所名・施設名」には共同生活援助と短期入所を併記してください。 

  ・「定員」は、例のようにそれぞれのサービスの定員を記載してください。（併設型のみ） 

   ・「前年度の平均利用者数」は、「平均利用者数算定シート」（別紙３３）により、共同生活援助と短期入所それぞれで算出し、例のように（ ）内に

内訳が分かるように記載してください。（注１） 

   ・「人員配置区分」には、共同生活援助の指定基準又は報酬体系上算定する人員配置体制を記載してください。 

   ・「基準上の必要職員数」は短期入所と合算後の利用者数に対し、「人員配置区分」に記載した基準により算出した必要員数を記載してください。 

    なお、生活支援員の必要数の算出については、「障害支援区分別平均利用者数算定シート」（別紙 33（その 2））を作成していただきますが、その際、

前年度の短期入所利用者分も含めて算出してください。 

別紙２-２（その他） ＊　変更の場合は変更年月日の当該月分、更新の場合は更新月分
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2.2 区分４ 1.3 区分５ 2.7 区分６人員配置区分　※5 Ⅰ型（4：1） 平均障害支援区分　※6 【GHのみ】入居者の区分別人数　※7 区分３

定員　※2 ＧＨ7＋短期２人 前年度の平均利用者数　※3 8.3（ＧＨ6.8＋短期1.5）人 基準上の必要職員数　※4 世話人　2.1人   生活支援員　2.0人

従業者の勤務の体制及び勤務形態一覧表(予定・実績表)　　（ ２８ 年４月分）

サービス種類 共同生活援助・短期入所（併設型） 事業所・施設名 グループホームなごや・ショートステイなごや
主たる・従たるの別、サービス単位名

又は共同生活住居の名称　※1 なごや１

記入例(2)

サービス提供者の指定基準又は報酬体系上算定

する人員配置体制を記載する。

 

  注１ 夜間支援体制加算を算定する場合の「対象利用者数」は住居ごとの共同生活援助のみの平均利用者数を用い、短期入所利用者数は含みません。 



３ 障害者支援施設で実施する併設型・空床利用型短期入所 

   ・一体的に勤務表を作成してください。複数の日中活動サービスを実施する場合には、いずれかのサービスに短期入所分を含めて記載してください。 

  ・「サービス種類」と「事業所名・施設名」には障害者支援施設と短期入所を併記してください。 

  ・「定員」は、例のようにそれぞれのサービスの定員を記載してください。（併設型の場合のみ） 

   ・「前年度の平均利用者数」は、「平均利用者数算定シート」（別紙３３）により、日中活動サービスと短期入所それぞれで算出し、例のように（ ）

内に内訳が分かるように記載してください。（例は、（１）と同様） 

   ・「人員配置区分」には、日中活動サービスの指定基準又は報酬体系上算定する人員配置体制を記載してください。 

   ・「平均障害支援区分」は「平均障害支援区分の算出」（別紙 31）により短期入所利用者も含めて算出した数を記入してください。なお、人員配置体制

加算を算定している場合は、別紙 31を生活介護利用者のみで作成したものの作成も必要となります。（生活介護のみ） 

 

４ １以外の単独型短期入所 

   ・予定表については、２４時間を通して６：１の生活支援員が確保されるよう作成してください。（１日の全員の勤務合計時間数が２４時間となるよ

う） 

 

  ５ ２または３以外の空床利用型短期入所 

   ・本体施設において必要とされる数以上の人員配置でよいため、別に短期入所の勤務表は作成不要です。（本体施設の勤務表で可） 


